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線
を
捲
い

て

放
し

た

處
が

其

内
の

二

羽
だ

げ

が

同
一

地

方
の
巛

果

に

舞
ひ

戻
つ

把

事
を
確
め

た、．

毛

れ
は

十
九
世

紀
の

初
期

に

行
は
れ

た

る

實
驗
で

あ
る

が

其

後
千

九
頁
一

年
よ
b
千

九
百
九

年
に

至
る

迄
の

間

に

米
國

内
の

各
地
で

斯
る

試

驗
が

行
は

れ

だ。

此
の

方
法

は

渡
り

鳥
の

中
で

特
に

人

類
に

取
つ

て

重

要
な

種

類
の

習

性
及
び

移
動
の

方

向
を

熟
知
す
る
の

に

頗
る

有
釜
な

の

で

邃
に

紐
育
市
に

》
；

弓

号
三

二
淳
山

｝

ぎ一
穿
羮

〉
の

。。

。

島
♂

e【
§

と
云

ふ

團
隊
が

組

織
せ

ら
れ

大

規
模
に

之

を
實

行
し

初
め

た

が

其

會
の

事

業
は

昨

年
か

ら

政

府
に

引
き

鑞
が

れ

主
Q

ざ

聡（
註

訟

篝
〜、
3．

の

手
に

よ
ち

て

統
一

的
に

施

行
せ

ら
る

≧

事
と
な

つ

セ。

此
の

實
驗
を
行
ふ

に

就
て

最

も

重
要
な

事
は

精
巧
な

罠
に

よ

つ

て

多
數
の

鳥
を

生
捕
る

事
と

各

地
で

互
に

連

絡

を
取
つ

て

絶
へ

す
捕

獲
觀

察
を

怠
ら
組

様
に

す
る

事
と
で

あ
る、

又

鳥
に

記

號
を

附
す
る

方
法
も

色
々

考
を

要
す

る

次

第
で

あ
る

が

其

詳
細
は

¢’

鉾

］

y
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言
二
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ぎ
已
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嵩
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≡
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巳
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近

頃
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雷
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国
ぎ
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ズ
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霞
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邑
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国
◎
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跨
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髪

p

窰）

と
云’
ふ
一

文

を

草
し
て

其

研

（

雜

　

　
祿
）

　
O
米
國

産
鮭
の

習
姓

　
○
ダ
ニ

類
の

療

品

製
作
法

　

究
の
一

端
を
公

表
し
陀

。

其

結
果
に

よ

る

と
記
號

を

附
し

て

放

流

　

し
だ

個

體
の

矚
來
す
る

翻

合
は

意
外
に

尠
な

い

そ

う

で

あ
る

が

放

　

流

後
三

年
又
は

四

年
を

經
て

歸
來
し

陀

個

體
の

體
鱗
に

現
は

れ

陀

　

同

心
圓
め
粗

密
の

程
度
は

明
に

該
魚
が

詫

ど
り

來
つ

訖

經

路
を

示

　

し
一
）

γ

〇一
于
・・

巨

が

主

張
す
る

鱗
片
の

構
造

と
年

齢
と
の

關
係
を

　

確

實
に

裏
書
す
る

そ

う

で

あ
る

、

叉

同

氏
の

研

究
の

結
果

産
卵
時

｝

　
に

葺
｝
、

。
。

汀

ω
・。

ゴ．・
ご

が

潮
行

す
る

速

力
は
一

日

卒

均
十
哩
乃
至

　

＋
五
哩

で

あ
る

事
が

判

明
し

た

と
同

時

に

春

期
に

探
卵
孵

化
せ

し

マ
皿
　

め

陀

個
體
は

必
昏

春
期
に

産

卵
所
に

向
ひ

款
期

に

採

卵
孵
化
せ

し

 
　

め

た

澗

體
は

秋

期
に

潮
行
す

る

事
が

確
め

ら
れ

た
。

春
の

鮭
は

萩

…　｝

の

鮭
よ

り

も
隊
が

よ
い

と

云

ふ

事
は
一

般
の

評

定
で

あ
つ

た
が

期

…
　

く

問

題
が

解
決
し
て

見

る

と
人
工

孵

化
を

施
行

す
べ

き

時
期
に

關

…
　

し
て
一

遘
の

光
明

が

生

じ

だ

わ

け
に

な

る
ワ
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岸

　
田

　
久

　
吉

一一
　
　
（

一
）

ダ
ニ

は

何
所
に

居
る
か

　
獸、

鳥、

昆

蟲

は

言

う

も
更

｝
　

也、

其
の

外
兩

生

類
や

爬

蟲
類
に

附

箸
し
て

居
る

獨
特
な

種
類
も

皿
　

あ
う

ま

す
し、

叉

軟
體
動

物
の

外
套
膜
内
に

寄
生

し
だ

り

鰓
に

附

（ 
　

著
し
て

居
る

も
の

も
あ

わ

ま

す。

深

海
の

絹
綱

海

綿
（

堅

ミ
羅
象）

に

　
　

附

着
し
だ

儘
で

數
百
尋
の

海

底
か

ら

あ
が
つ

て

來
陀
も

の

も

あ

り

　

ま

す
。

淡…
贓
水
愉
汽

水
共
に

プ

ラ

ン

ク

｝

ン

網…

を
曳
く

時
に一
探

集
出

　

來
る

も

の

も
あ
う、

淡
水
の

泥
底
海
濱
の

砂

中
な

ど

を

匍
匐
す
る

　

種

類
も
め

唾

ま

す。

叉

同
一

の

種
類
で

も

發
育
申
の

時

代
に

依
つ

　

て

習

牲
の

署
し
く

異
な

る

も
の

が

ゐ

る

か

ら、

如

何
な

る

場
所
で

二

七
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